
ア
ラ
ブ
文
化
が
ョ
－
ロ
ッ
パ
ヘ
伝
え
ら
れ
た
ル
ー
ト
と
し
て
も
っ
と

も
重
要
な
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
コ
ル
ド
バ
お
よ
び
ト
レ
ド
だ
が
、
こ
の

と
き
初
期
に
は
し
ば
し
ば
ユ
ダ
ヤ
人
が
ア
ラ
ビ
ア
語
を
翻
訳
し
、
そ
れ

を
ョ
１
ロ
ッ
パ
か
ら
来
た
学
者
が
洗
練
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
に
し
た
と
い

わ
れ
る
。
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
生
活
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
日
常
用
語
に
ヘ

ブ
ラ
イ
文
字
を
用
い
た
ア
ラ
ビ
ア
語
（
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
）
を
使
用

し
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
役
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る

ア
《
ノ
○

ア
ラ
ブ
医
学
者
の
ラ
テ
ン
名
に
は
、
ア
ラ
ブ
名
の
音
を
そ
の
ま
ま
写

し
た
も
の
と
、
冒
頭
に
の
べ
た
よ
う
な
ぎ
己
↓
画
く
ｇ
向
昌
と
い
う
形
、

そ
の
他
が
あ
る
・
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ぎ
ご
を
ア
ラ
ビ
ア
文
字
、
へ
プ
ラ
イ
文

字
で
書
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
リ
フ
・
バ
ー
・
ヌ
ー
ン
、
ア
レ
フ
・
ヴ
ェ

ー
ト
（
ベ
ー
ト
）
・
ヌ
ン
ソ
フ
ィ
ー
ト
と
な
り
、
ア
リ
フ
が
ア
・
イ
・
ウ

の
三
母
音
を
ほ
ぼ
平
等
に
示
す
の
に
比
べ
て
、
ア
レ
フ
は
理
論
上
は
す

べ
て
の
母
音
と
結
び
付
く
が
ア
、
エ
の
比
重
が
大
き
い
。
ま
た
バ
ー
は

ｂ
の
音
だ
け
を
示
す
が
、
ヴ
ェ
ー
ト
（
ベ
ー
ト
）
は
Ｖ
、
ｂ
の
音
を
示
す

の
で
、
旨
］
↓
閏
の
ロ
〕
号
①
。
の
変
化
が
起
こ
り
う
る
。
ビ
ュ
ス
テ
ン
フ

ェ
ル
ト
は
、
ｎ
が
消
え
た
ご
ロ
↓
四
ｓ
向
蔚
も
豆
》
号
の
の
変
化
は
、
ア

ラ
ビ
ア
語
の
号
邑
（
息
子
）
を
：
ロ
（
父
）
と
誤
認
し
た
た
め
と
い
う
。

な
お
ア
レ
フ
・
ヴ
ェ
ー
ト
・
ヌ
ン
ソ
フ
ィ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
へ
プ
ラ
イ

り
に
、
有
名
な
先
祖
の
名
前
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
と
き

は
一
種
の
家
系
名
と
な
る
。
ア
ラ
ブ
医
学
者
に
は
、
し
ば
し
ば
こ
の
形

が
見
ら
れ
る
。
付
加
名
と
し
て
は
（
１
）
出
身
地
、
（
２
）
部
族
名
、
（
３
）

身
体
的
特
徴
、
（
４
）
本
人
ま
た
は
父
の
職
業
、
（
５
）
所
属
す
る
宗
派
、

（
６
）
栄
誉
名
な
ど
が
あ
る

一
、
伊
豆
の
八
丈
島
に
流
罪
と
な
っ
た
最
初
の
人
は
、
宇
喜
多
秀
家

で
あ
る
。
し
か
し
着
島
し
た
一
行
は
十
三
名
で
、
そ
の
中
に
、
秀
家
の

妻
・
豪
姫
の
実
家
で
あ
る
加
賀
藩
前
田
家
よ
り
命
ぜ
ら
れ
て
、
同
行
し

た
藩
医
の
村
田
助
六
が
い
る
。

秀
家
が
死
去
し
た
後
も
帰
国
の
許
可
が
加
賀
藩
よ
り
お
り
ず
、
代
々
、

島
に
あ
っ
て
慶
長
十
一
年
か
ら
明
治
二
年
ま
で
、
約
二
百
六
十
五
年
間
、

宇
喜
多
家
を
守
っ
た
。
し
か
し
第
二
代
以
降
も
医
師
で
あ
っ
た
か
は
不

明
で
あ
る
。
そ
れ
は
村
田
氏
は
宇
喜
多
家
と
そ
の
郎
党
以
外
は
診
療
し

な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ま
た
薬
物
に
つ
い
て
も
前
田
家
よ
り
差
入
れ

が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
村
田
氏
と
い
う
医
家
は
別
格
と
し

た
方
が
良
い
と
思
う
。

二
、
村
田
氏
を
の
ぞ
く
と
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
二
よ
り
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
ま
で
の
間
に
、
八
丈
へ
の
遠
島
判
決
を
う
け
た
医
師
は
九

名
で
、
途
中
死
亡
が
二
名
あ
り
、
着
島
し
た
医
師
は
七
名
で
あ
る
。
そ

の
内
訳
は
町
医
三
名
、
幕
府
お
抱
え
医
三
名
、
藩
医
一
名
で
、
こ
の
う

語
と
し
て
読
む
と
、
の
ぐ
９
（
石
）
と
い
う
語
と
な
る
。

ア
ラ
ブ
名
の
日
本
語
表
記
に
は
種
々
の
困
難
が
あ
り
、
一
つ
の
方
法

に
統
一
で
き
な
い
こ
と
を
最
後
に
の
べ
た
。

（
平
成
九
年
六
月
例
会
）

八
丈
島
に
流
さ
れ
た
医
師
た
ち

’
八
丈
島
流
人
銘
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Ｉ
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ち
赦
免
さ
れ
た
も
の
は
町
医
二
名
、
幕
府
お
抱
え
医
二
名
。
他
は
病
死
。

三
、
八
丈
島
の
疫
病
の
記
録
を
、
東
京
都
総
務
局
文
書
課
の
川
崎
房

五
郎
氏
の
レ
ポ
ー
ト
「
江
戸
時
代
の
八
丈
島
」
（
昭
二
十
五
年
一
月
刊
・
孔

版
）
か
ら
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、
十
五
世
紀
か
ら
の
記
録
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
原
文
害
は
旧
末
吉
村
の
長
戸
路
武
夫
氏
所
蔵
の
〃
流
行
病
一

件
″
と
考
え
ら
れ
る
が
未
確
認
で
あ
る
。
第
二
項
の
流
罪
医
師
が
着
島

し
て
以
来
の
疫
病
発
生
は
、
安
永
年
間
（
一
七
七
二
’
七
九
）
に
流
行
し

た
麻
疹
、
天
明
年
間
（
一
七
八
七
’
八
九
）
の
庖
瘡
と
疫
痢
が
あ
げ
ら
れ

る
。

そ
の
時
代
に
八
丈
島
で
働
い
た
医
師
は
太
田
道
寿
（
小
普
請
医
）
、
伊

香
泰
元
（
藩
医
）
、
細
川
宗
仙
（
寄
合
医
）
で
、
細
川
が
身
分
が
最
も
高
く

別
囲
い
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
。

川
崎
氏
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
十
四
回
の
流
行
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。

（
庖
瘡
が
六
回
で
最
多
）

四
、
町
医
と
し
て
最
後
の
流
人
で
あ
っ
た
片
柳
昌
禎
は
、
弘
化
四
年

六
月
に
赦
免
と
な
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
八
丈
島
に
残
留
し
た
。
今
回
渡

島
し
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
大
賀
郷
の
宗
福
寺
の
過
去
帳
に
、
嘉
永
二

年
十
二
月
晦
日
、
心
月
院
蓮
誉
観
法
道
音
居
士
・
俗
名
片
柳
昌
禎
と
記

入
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
か
ら
明
治
十
三
年
（
一

八
八
○
）
ま
で
八
丈
島
は
、
再
び
無
医
の
島
と
な
っ
て
し
ま
い
、
素
人
医

を
黙
認
し
た
。

五
、
明
治
十
一
年
三
月
四
日
に
八
丈
島
を
訪
れ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ

ト
ウ
は
、
『
日
本
旅
行
日
記
」
（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
五
五
○
・
庄
田
元
男
訳

で
収
載
）
に
〃
干
潮
の
時
、
こ
ま
が
浦
の
大
石
の
あ
る
と
こ
ろ
を
掘
る
と

温
泉
が
湧
き
、
皮
盧
病
、
梅
毒
、
癖
癬
に
効
く
と
い
う
。
島
で
は
梅
毒

は
珍
ら
し
い
が
、
時
お
り
難
船
者
が
持
ち
こ
む
。
よ
い
医
者
は
い
な
い
。
〃

と
書
い
て
い
る
。

『
東
京
市
史
槁
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
一
年
、
八
丈
島
に
医
師
産
婆
ら

こ
れ
な
し
、
と
あ
る
。
そ
し
て
洋
式
医
師
が
八
丈
島
に
渡
っ
た
の
は
同

十
三
年
九
月
で
、
開
業
洋
式
医
師
が
出
現
し
た
の
は
同
十
五
年
で
あ
る
。

六
、
島
民
の
要
請
に
よ
り
、
享
保
、
宝
暦
、
明
和
『
寛
政
の
時
代
、

薬
用
草
木
の
苗
植
、
種
ま
き
を
行
っ
て
い
る
、
い
ず
れ
も
成
長
せ
ず
枯

失
し
た
。

伊
豆
代
官
の
江
川
太
郎
左
衛
門
の
手
代
（
吉
川
義
右
衛
門
？
）
が
編
集

し
た
『
伊
豆
鴫
山
風
土
記
」
の
中
に
は
、
六
十
七
種
の
薬
用
草
木
が
か

か
れ
て
い
る
が
、
和
薬
草
が
主
で
あ
る
。
前
出
の
旧
末
吉
村
の
地
役
人

で
あ
っ
た
長
戸
路
家
に
は
、
薬
草
貯
蔵
庫
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
今
回

は
訪
問
で
き
な
か
っ
た
。

七
、
葛
西
重
雄
・
吉
田
貫
三
共
著
の
「
増
補
改
訂
・
八
丈
島
流
人
銘
々

伝
」
（
第
一
書
房
刊
）
を
基
本
に
す
え
て
医
師
を
調
査
す
る
と
、
八
丈
遠
島

の
判
決
を
う
け
た
者
は
一
、
七
九
六
名
で
、
う
ち
医
師
は
九
名
で
あ
る
。

（
未
着
島
者
Ⅱ
途
中
死
亡
を
含
む
）

前
述
の
如
く
村
田
助
六
医
師
は
罪
人
で
な
い
の
で
別
格
と
す
る
と
、

流
罪
に
な
っ
て
着
島
し
た
医
師
は
、
八
代
吉
宗
の
治
世
か
ら
十
二
代
家

慶
の
治
世
ま
で
の
間
に
刑
執
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

判
決
理
由
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
細
川
宗
仙
の
榑
打
、
片
柳

昌
禎
の
御
構
場
立
入
（
所
払
い
地
に
侵
入
、
即
ち
重
犯
）
、
伊
香
泰
元
の
主

家
の
相
続
紛
糾
の
三
件
の
み
で
あ
る
。

（
平
成
九
年
六
月
例
会
）
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